
 

 

｢テクノ未来塾｣ 

関西「寺子屋フォーラム」（第169回） 
 

 

【メインテーマ】：「イノベーターが未来を創る」 

 

 

  講演２．理事 出川 通先生  

    「実践体験からの企業内イノベーターが 

在しない（できない）理由と展望」 

 ―イントラプルナーは未来の日本大企業において可能か？― 

 

（１３：００～１４：２５ in total） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

●日 時 ２０１７年１１月１１日（土）１３：００～１７：００ 

                                            （１２：３０開場） 

       ●会 場 京都府民総合交流プラザ「京都テルサ」東館3階 C会議室 

                            

                        主  催 特定非営利活動法人「テクノ未来塾」 
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「実践体験からの企業内イノベーターが
存在しない（できない）理由と展望」
Ḙイントラプルナーは未来の日本大企業において可能か？―

２０１７．１１．１１

㈱テクノ・インテグレーション

代表取締役社長

出川 通 degawa@techno-ig.com

テクノ未来塾問題提起：関西フォーラムセミナー資料（NPO内配布）

©Techno Integration Co.

30年前の米国の本は小生に衝撃的だった：

「社内企業家（イントラプルナー）」
• ギフォード・ピンチョー著、清

水紀彦訳、講談社、1985年8
月刊（原著1985）・・・32年た
った・・・・

• この間米国では、そうならず
多くの旧来大企業の研究開
発・新規、製造部門はどんど
ん衰退・縮小してきた

・1970－1980年代のベンチャー
企業がいまや大企業へ

⇒当時は日本では、必要もなか
ったが・・・30年後の日本は幸い

に、この時代の芸国大企業の形態・
姿をキープしている

©Techno Integration Co. 2
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アントラプルナーとイントラプルナー

• 講演者はかつて、イントラプルナーを目指
したが、結果としてアントラプルナーになっ
た。当時は無理があったが、現在ならばそ
れが可能な環境が整いつつある？！

• しかしこれは環境だけでなく本人の問題で
もある。

• 皆さんはどう考えますか・・・・

©Techno Integration Co. 3

モチベーションと老婆心（１）

• 企業勤務という場をうまく活用することが大
切であるが、そうでない技術者を散見

• 組織のロボット（奴隷）ではなく主体者に：支
援・育成・お勉強という傍観者から脱皮

• 自分のポジショニング（立ち位置）に参考に
していただければ幸いです。

⇔なぜか、企業勤務時代というのは人生の３
－４分の１の経過時期、最後良くなければ全
部よくないのが人生：健康寿命の長寿化

©Techno Integration Co. 4
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モチベーションと老婆心（２）

• イノベーターになった、近づいたほうが得だと、
最近は確信している

• 得といういう意味は、個人・会社＋（家族・社会
）の双方＋αにとって得という意味

• イノベーターにならなくても、理解できるイノベ
ーション人材はお得

⇔なぜか、ここ数年ー将来はある種の人（技術者）に社
会価値が集中する方向（長寿命化、ＡＩ、ＩｏＴ、ロボット・
デジタル化、日本企業の経済原理・・・）と痛感。

©Techno Integration Co. 5

人生のライフサイクル（ＰＬＣ）と俯瞰的視点（一般）

ケース①：学習期、助走（肉体的成長期）
ケース②：組織内充実期（自己・家族形成期）
⇒会社（組織が面倒を見てくれる？!と勘違い
している期間）
ケース③：自立充実期（自立目標達成期）
ケース④：悠遊期（自然と運命をうけいれ期）

①

② ③

A
C
T
IB
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Y

（
活
動
度）

０ ２５ ５０ ７５ １００
歳

④
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人生のライフサイクル（ＰＬＣ）と俯瞰的視点（今後）

ケース③：自立充実期（自立目標達成期）
ケース④：悠遊期（自然と運命をうけいれ期）

①

②

③
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C
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Y

（
活
動
度）

０ ２５ ５０ ７５ １００
歳

④

問題提起のもう一つの目的

• 大企業に勤務されている方に：皆さん全員にイノベー
ターになってもらいたいわけではない

• 三分の一の技術者はイノベーターになる可能性あり

• 残りはイノベーション人材にならないと、生きていけな
い？！

• 普通の組織の中で、普通に仕事をしていると、イノベ
ーターを「善意で」阻害し、妨害し、足を引っ張って、
妬んでしまうことが往々にあることを理解してほしい

©Techno Integration Co. 8
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自分のことを振り返ると：

• あとで、客観的にみると、自分はある種の
イノベーターだった！（そんなにすごいこと
ではない！「普通」であっただけ・・）

• 結構自由に、思ったことが出来ていたが、
あとできくと周囲は大変だったようだ。

• なぜ、「かなり」イノベーター的な活躍でき
たかというと、企業の置かれた環境条件；
オイルショック、造船危機、売り上げ・人員
半減、環境変化を皆が実感・・・・でも！？

©Techno Integration Co. 9

イノベーター側の苦悩・課題と受
け入れる側の苦悩・課題

• 最後は会社の既存論理により、会社生活は成
就（定年勤務、役員昇進）しなかった。

• 仕事をしているとき、自分でイノベーターと思っ
たことはなかった。

• 単純に、会社が新しいことが（新事業）が必要と
いっていたし、そう思ったのでやっていただけ。

（実際に仕事は面白かったし、性に合っていたこと＋動機不純で
配属先（既存組織）の中では団塊上司がずっと、連なっていてとて
も出世できないと思ったから）

©Techno Integration Co. 10
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講師のいた企業の環境条件と考えたこと（１）

• 1973年：第一次オイルショック、修士課程修了、会社業

績（売り上げ、利益）見込みの急低下：売上半減、人員
余剰・・・・・

• 1974年4月：三井造船㈱技術本部研究所入社、ガスター

ビン、ディーゼルエンジンの材料・加工技術研究開発（
事業部新製品、事故対策支援、ナショプロ）

• 数年後、新規事業大募集（１００プロジェクト）に応募（実
は余剰人員1万人対策、併せて工員（技能職数千人の
プログラマー化実施）

• 5年後１００⇒３つの生存プロジェクト（全部が他社と一緒
にやったものだけ成功）：技術志向だけではうまくいかな
い（ビジネスにならない）ことを全員が痛感！

©Techno Integration Co. 11

講師のいた企業の環境条件と考えたこと（２）

• 生き残った１つに入った今でいうオープン・イノベーション
のはしり、出川のは大学＋中小企業：売上20億、利益数
億⇒子会社へ移管

• 造船ミニブーム再来とご褒美で海外留学獲得

• 帰国後、経営企画へ、再度オイルショックにより、新事業
企画へ、企画とは自分でやることで、米国ベンチャーと再
び液晶関係の新事業開始：別会社化により20億円リソー
ス、5年後売り上げ40億、利益20億の事業構築完了。

• 本体の事業部へいきなり昇格（編入）され、開発投資な
どが不可能へ：事業方針の相違により退社へ。

©Techno Integration Co. 12

「技術経営の考え方」（２００４）光文社新書から
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２００４．６．５ ＴＯＲＵ ＤＥＧＡＷＡ

会社のなかでなにをやってきたか？（27年）
（研究開発ー１５年）（新規事業創出ー１５年）（企画6年）

1974.4 ー 三井造船（株）玉野研究所入社，事故解析，ガスタービン開発プロジェクト

1976～1984 通産ナショプロ「高効率G.T.の開発」，「舶用セラミックディーゼル開発」 参加

1984～1989 新規事業立ち上げ① 「プロジェクト→新素材事業室」、独自プロセス技術によ

る新素材開発・販売（磁気記録材料， 民生品Tiヘッド）」他

（1986～1989 NEDOプロジェクト，「耐環境性先進材料の開発」（超高温用、金属間化合物プ

ロセス開発プロジェクトＭ））

1989 ～1991（留学・共同） ブリティッシュコロンビア大学（UBC）客員研究員：ジエットエンジ

ン材料共同研究・開発（大学ーGE)

1991～1996 全社企画部門（経営企画，事業企画，技術企画：各２年づつと兼任）

1996～2002.4 新規事業立ち上げ② 「プロジェクトＭ→クリーンメカトロ事業室長」、米国VB

と共同開発Project；最新型FPD用イオン注入装置の開発」他、分社・事業部長

2002.4- 2004年退社宣言：技術本部にて既存製品分野へのマイクロ・ナノ付加価値付与

プロジェクト開始（本部長補佐、事業領域長・社内外特命プロジェクト、本の執筆）

ふたつの「成功事業」の顛末

★数十億円のＢ２Ｂ材料・部品商品が二つ出現、
利益・・・・５年で消滅、１５年で完全消滅

⇒移管後、善意の大企業的経営でつぶしてしまう（自前主
義、余剰人員対策）

⇒今だったら：ＯＩ、小規模・高収益経営

☆５０億円売り上げ、２０億円利益規模の新事業の
創出・・・・１０年で完全消滅

⇒既存事業部へ統合により、利益の吸い上げ（自前主義、
新事業の特質の無理解）

©Techno Integration Co. 14
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なぜ、50歳（２００２）で退社宣言をしたか？

• 新しいことは、社長レベルで受け入れられない
ことが確認できた⇔強制業務命令で移動

• 経営層（社長）の新事業に対する知識・知恵（
＋意識）のなさに対する見切り（単純な認識・勉
強不足：善意のミスとしか・・）

★★★☆☆☆ ★★★☆☆☆ ★★★☆☆☆

⇒反省１：もっと丁寧に十分、説明・説得できなかったか

⇒反省２：周りをもっと巻き込んで流れをつくれなかった
か

©Techno Integration Co. 15

講師のベンチャー創業（在職中ー現在）
• １９８４：コーポレートベンチャーⅠ（社内ベンチャー、材料系）△

• １９８９：技術商社ベンチャー創業１（民間発、欧州ドイツ技術、のち役員）

• １９９４：コーポレートベンチャーⅡ（社外ベンチャー、装置系）⇒事業部へ（
米国ベンチャーと協創）△

• ２００１：バイオベンチャー創業２（大学発エレクトロニクス、役員）×

・・・・・・・・・・・・・・・（退社宣言、50歳、退社52才）・・・・・・・・・

• ２００２；部品ベンチャー創業３（大学発材料、のち役員）×

• ２００３：デバイスベンチャー創業４（大学発ＭＥＭＳ・ＩｏＴ）

• ２００４：コンサル・ベンチャー創業５（ＴＩＧ、現在代表）退職金なくなる

• ２００５：技術商社ベンチャー創業６（民間発、欧州フランス商社）

• ２００７：半導体ベンチャー増資７（エレクトロニクス、監査役）×

• ２００８：医療ベンチャー創業・増資８（米国、医療関係）

• ２０１０：医薬ベンチャー増資９（大学発、医薬関係）×

• ２０１４：出版ベンチャー１０創業（電子出版、役員）

• ２０１７：環境ベンチャー１１創業予定（民間発、役員就任予定）

2017/11/7 ©Techno Integration Co.
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ベンチャー創業・起業関係の著作
（２００４－２０１７）

• 出川通著：技術経営の考え方―ＭＯＴと開発ベンチャーの現場から、
光文社新書（１４３）、２００４．４刊

• 出川通著：「独立・起業、成功プログラム」（秀和システム2007年刊）

• 出川通著：「理科少年が仕事を変える、会社を救う」（彩流社2008年
刊）

• 原山 優子・氏家 豊・出川 通：「産業革新の源泉ーベンチャー企業が
駆動するイノベーション・エコシステム」、白桃書房、 ２００９，７刊

• 飯塚哲哉・田辺孝二・出川通：ザインエレクトロニクス 最強ベンチャ
ー論、言視舎、２０１１．７刊

• 出川通著：「理系人生 自己実現ロードマップ読本」言視舎、２０１１，
８刊

• 出川通著：「７５歳まで働き愉しむ方法」言視舎、２０１５，３刊

©Techno Integration Co. 17

コンサル（イノベーション・ＭＯＴ）
仕事関係の著作

• 出川通著：「図解 実践ＭＯＴ入門」(言視舎、2014.8刊)

• 出川通著：「図解 実践MOTマーケティング入門」（言視舎、2017.1刊)

• 出川通著：「図解 実践ロードマップ入門」(言視舎、2015.8刊)

• 出川通・中村善貞著：「図解 実践オープン・イノベーション入門」(言視舎、2016.10刊)

• 出川通著：「新事業とイノベーションにおける知財の活かし方」(発明協会、2011刊)

• 近刊：出川通著：「図解 実践開発・事業化プロジェクト・マネジメント入門」(言視舎、201８.３刊)

• 近刊：出川通・大澤良隆著：「図解 研究開発の事業性評価・回収・設定入門」(言視舎、2018.10刊)

• 出川通著：「実践図解 MOTマーケティング入門」秀和システム、２０１３．６刊

• 出川通著：「実践図解 チャート式 最強のMOT」（秀和システム201２刊) 

• 出川通著：「実践図解 パーフェクトMOT」（秀和システム2011刊) 

• 出川通著：「図解 最新ＭＯＴ（技術経営）の基礎と実践がわかーる本」（秀和システム2009年刊）

• 出川通著：「図解 最新ＭＯＴ（技術経営）がわかーる本」（秀和システム2005年刊）

• 出川通著：「新事業創出のすすめ」（オプトロニクス社､2006年刊）

• 出川通著：技術経営の考え方―ＭＯＴと開発ベンチャーの現場から、光文社新書（１４３）、２００４．４刊

• 出川通監修「テクノロジー・ロードマップ２０〇〇」シリーズ（２０１４から２０１７まで５冊シリーズ）日経ＢＰ
社刊

©Techno Integration Co. 18
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５０歳の時の決断の背景
• 退職より退社を、転職より自立を（雇われる

モデルから雇う・雇わないモデルに

• 全体スパンで考える（５０歳のあと３０年）

• 家族・周囲の環境条件；娘：就職、息子：大
学入学

• なりたいロールモデルの選択オプション
★退社⇒大学の先生（７０才）：リスクの少ない技術者モデル

★退社⇒企業役員・小企業社長（いきなり社長へ：子会社、新
設会社、ベンチャー企業）

★退社⇒コンサル起業（新規事業関係）

転職オプション：あったが・・・・・©Techno Integration Co. 19

退社に伴うリスク（不安）とは
・・・漠然とした不安とは未知の世界・・・

• 定期収入がなくなる：自立した経験がない

• どこかに所属することから離れる：庇護を
もとめる本能と離れたことがない不安

• 未来の不確定性：とりあえず定年（＋α）ま
では先が見えるのがみえなくなる

©Techno Integration Co. 20
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起業３年後の報告から

©Techno Integration Co. 21

映像情報メデア学会、イノベーション経営と実践講演資料２００６－１２

１５年後（52才＋15年（に考えること

• ５０歳での退社、起業（自立）は大正解
（50台は思う自己責任で存分に働けた、60代は愉しみを付加、75歳までの
社会・自分貢献の見通しが出来た、定年退職（強制首）のない労働環境）

• 収入・自由度・健康とも確保できた
（この３つはリンクしていることが実感）

• 安定収入と変動収入のバランス確保
（野球選手モデル：給料：広告収入＝１：１－５）

（コンサルモデル：給料：コンサル収入＝１：１）

・・・案ずるより産むがやすし：周りの人を見ても、皆忙しそうであるが生き
生きと働く人がほとんど！？

©Techno Integration Co. 22
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大変だったこと・・・・

• 大変だったこと・・・・実はあまりないが、大
変だったといわないと、企業・組織にいる
人に受けない（歓迎されない！）：同じ話は
よく聞く・・・・・という時代があった。

• なぜか？大変なことと思いたい、やっぱり
今を変えたくない⇒現状維持の深層心理

⇒これがイノベーターの存在や出現を阻害し
ているのではないか？

©Techno Integration Co. 23

そもそも大企業ではイノベーターは
本当に必要か？（いらない）

• 本当は必要でない：

• 本当に必要でない：

⇒儲かれば新しいことなどいらない

⇒効率が悪く、大企業の仕事ではない

⇒別にリスクを冒してまで苦しむ必要はない

©Techno Integration Co. 24
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そもそも大企業ではイノベーターは
本当に必要か？（本当に必要）

• 本当は必要だけど・邪魔だからいらない

• 本当は必要だけど・理解できない

• 本当は必要だと、いっているだけ

• 本当は必要だけどどういしていいかわから
ない

• 本当は必要だけど、自分がなる必要はな
い（だれかにやらすのが楽）

©Techno Integration Co. 25

（参考）先輩たちからの名言集

• 光陰矢のごとし！

• 熟考し、果敢に！

• 人は思ったように動かない！

• 窓は自分で開かないと開けない！

• 始めなくては始まらない！

• 生き残るためでなく、成功するために！

©Techno Integration Co. 26
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社会貢献・趣味関係の著作
• ★自己啓発・起業独立

• 出川通著：「理科少年が仕事を変える、会社を救う」（彩流社2008年刊）

• 出川通著：「独立・起業、成功プログラム」（秀和システム2007年刊）

• 出川通著：「理系人生 自己実現ロードマップ読本」言視舎、２０１１，８刊

• 出川通著：「７５歳まで働き愉しむ方法」言視舎、２０１５，３刊

• 異分野新素材研究会編「 」東北大学出版会刊、２０ 刊ほか

• ★平賀源内

• 出川通著：「平賀源内に学ぶイノベーターになる方法」言視舎、２０１１．８刊

• 出川通著：「ＭＡＮＧＡイノベーター源内」言視舎、２０１５，５刊

• 平賀源内原著、出川通解説：「風流志度軒伝」言視舎、２０１３刊

• ★地域（地元）貢献；しまね、出雲

• 出川通著：「関東首都圏編 出雲系神社探索ガイド内」言視舎、２０１７，５刊

• 出川卓・出川通著：「出雲歴史ワンダーランド」言視舎、２０１６，１１刊

• 出川卓・出川通著：「増補改訂 島根の逆襲」言視舎、２０１６，１０刊

• 出川卓・出川通著：「島根の逆襲」言視舎、２０１３刊

• ★その他（雑）

• テクノ未来塾著、出川通責任編集「江戸時代のイノベーター技術者の探索ガイド（仮称）」言視舎、２０１
７刊
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講師紹介：出川 通（でがわ とおる） 
株式会社テクノ・インテグレーション 代表取締役社長 

 
（略歴） 

 2004年に株式会社テクノ・インテグレーションを設立、代表取締役社長として、実践的MOT(技術
経営)やイノベーションのマネジメント手法を用いて多数の大中小企業むけに開発・事業化のコンサ
ルティングや研修、実践マネジメントなどを行っている。 

 1974年東北大学大学院材料加工学専攻終了。ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）客員研究員
などをへて大手メーカーにて、２０年以上にわたり、いくつもの新規事業を産学連携や日米のベン
チャー企業と共同で企画段階から立ち上げた。専門は新事業展開のマネジメントやマクロからナノ
までの材料加工プロセス、工学博士。  

 早稲田大学・東北大学・島根大学・大分大学・香川大学などの客員教授や多数の大学・高専での
非常勤講師などで学生、社会人、中小企業・ベンチャー経営者に実践MOTを講義すると共に複数
のベンチャー企業の役員、経産省、文科省、農水省、ＮＥＤＯ、ＪＳＴ各種評価委員や技術者教育関
係団体の理事など多くの役職に就任。 

 

（著書） 

「図解 実践ＭＯＴ入門」(言視舎、2014.8刊) 

「図解 実践ロードマップ入門」(言視舎、2015.8刊) 

「図解 実践MOTマーケティング入門」（言視舎、2017.1刊) 

「図解 実践オープン・イノベーション入門」(言視舎、2016.10刊) 

「新事業とイノベーションにおける知財の活かし方」(発明協会、2011刊) 

「技術経営の考え方：ＭＯＴと開発ベンチャーの現場から」（光文社、2004刊） 

 


